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収入の総額は、4億6,661万817円です。
主な内訳としては、可燃・不燃・粗大ごみ処理
手数料（指定収集袋、粗大ごみシール等収入）、
許可業者等処理手数料（事業所のごみ処理手数料
等）となっています。
その他、資源物売払収入やごみリサイクルカレ
ンダー広告収入等があります。

ごみ処理にはたくさんのお金がかかっています！

支出の総額は、14億2,493万3,130円です。
主な内訳としては、ごみ・資源物等の収集運搬
費と中間処理施設・最終処分場の負担金となって
います。

～令和５年度のごみ処理等経費をお知らせします～

ごみ・資源物の収集運搬費等

5億9,307万5,871円

プラスチック類ごみ処理関連経費

2億3,202万1,810円

ビン缶リサイクルセンター
管理運営費等

9,813万1,449円
負担金　

5億170万4,000円
【内訳】
多摩川衛生組合負担金
（中間処理施設クリーンセンター多摩川の運営費等）
3億5,458万3,000円
東京たま広域資源循環組合負担金
（二ツ塚処分場の運営費等）
1億4,712万1,000円

クリーンセンター多摩川（多摩川衛生組合）
収集したごみをためるピット

二ツ塚処分場エコセメント化施設
（東京たま広域資源循環組合）

問合せ先　清掃課　☎03-3488-5300

収　　入収　　入

支　　出支　　出

ごみ分別アプリはもう入ってる？

「ごみの出し方」や「ごみの分別辞典」など便利な
機能がついた「ごみ分別アプリ」を公開しています。

▲
Android端末用

▲
iOS端末用

【ごみを減らすために家庭でできる工夫】
・使い捨てのものはなるべく使わない。
・詰め替えのものを利用する。

・食材は使い切れる分だけ購入する。
・マイボトルやエコバックを利用する。

・ごみを出すときは、水分をよく切って捨てる。

市民一人あたりのごみ処理経費
ごみ処理にかかった経費は、市民一人あたり1万7,390円/年間 になります。
ごみの総排出量は１万9,340トンで、市民一人あたり約645グラム/日 でした。
令和4年度※2から、約26グラムの減少となりました。引き続き、ごみの減量に向けて分別のご協力をお願いします。
※１  令和6年4月1日現在の人口8万1,940人で計算
※２  令和4年度のごみの総排出量は、2万267トンで、市民一人あたり約671グラム/日
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